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四 二、
ヽ ヽ

結 屠 飼 試

殺 育 驗

試 試 經

駁 験 迥
目

次

五



木
粉
に
よ
る
家
畜
飼
育
試
驗
成

績
(
其
二)

林
產
物
の
食
飼
料
化
に
關
す
る
硏
究
次
第
二
報)

技

師 

原 

田 

泰

・
 

.

技
師 

安 

倍 

・

愼
 

」 

技

手
 

柳 

澤 

聰 

雄 

本
試
驗
は
摆
に
當
場
要
錄
第
十
三
號
を
以
て
中
間
報
吿
を
な
し
た
木
粉
に
よ
る
養
豚
試
驗
の
其
後
の
飼
育
經
過
竝
に
屠
殺
試
驗
を
施
行
し
た
結 

果
を
取
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
試 

驗 

經 

過 

/

生
後
一
四
四
日
を
經
た
豚
(

ヨ
—
ク
シ
ャ
—
種)

二
頭
に
就
き
昭
利
十
九
年
二
月
一
日
か
ら
普
通
飼
料(•
厨
芥
を
主
と
す
る)

木
粉
混
入
飼
料 

(

普
通
飼
料
の
二
〜
三
割
を
木
粉
に
代
へ
同
重#

給
與
す
る)

を
給
し
そ
の
飼
育
狀
況
を
同
年
六
月
三
十
日
迄
調
査
・
し
た
成
績
に
就
て
は
旣
に
發 

表
濟
で
あ
る
が
、 

そ
の
結
書

豚

に
對
し
て
も
木
粉
の
ニ
〜
三
割
の
加
用
は
有
書
作
用
は
認
め
ら
れ
ず
滿
腹
感
を
與
へ
る
た
め
の
補
助
飼
料
と
し 

て
充
分
の
役
割
を
果
す
の
み
で
な
く
、
寧
ろ
厨
芥
の
み
に
よ
る
も
の
よ
り
可
良
な
傾
向
が
窺
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
後
引
績
き
試
敏
豚
に
對 

し
て
は
二
〜
四
割
の
木
粉
を
給
與
し
て
同
年
十
二
月
二
八
日
迄
飼
育
し
同
日
屠
殺
し
て
肉*

竝
肉
質
等
に
關
し
て
試
驗
し
た
。

『

飼 

育 

試 

驗



fl am 賦殿豚］號 對 !fl豚2號

定月日 體禾 瑁加at 堆加率 的3E 增加Ut 增加率

月n
6.20.

n 久 
15.60J

n久 % n 夂 
15.000

rr 奴 %

7.15 17.000 1.400 9.0 16.500 1.400 9,3

7.31 18.400 1.400 8,2 18.100 1.000 9,7

8.15 19.300 0.900 4,9 19.200 1.100 6,1

8.31 19.500 0.200 1,0 19.470 0.270 1,4

9.15 20.500 1.000 5,1 20.600 1.130 5,8

9.30 21.100 〇,G00 2,9 21.600 1.000 4,9

10.15 22.300 .1.200 5,7 22.900 1.300 6,0

12.28 24.750 2.450 11,0 25.130 2.230 9,7

表
2

第

本
成
績
に
よ
り
木
粉
給
與
龙
が
豚
牖
重
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
て
檢
討
す
る
に
、
木
粉
混
入
二
割
で
は
自
六
月
三
十
日
、
至
七
月
十
五
日,

十
五 

日
間
に
試
驗
豚

{15
重
増
加
率
九•

〇%

に
對
し
、
對
照
豚
は
九«

三％

で
あ
り
、
又
自
十
月
十
五
日
、
至
十
二
月
二
八
日
間
に
於
て
試
驗
豚
は
ー 

一
 

・
〇％

の
増
加
を
示
し
、
對
照
豚
は
九
・
七％

で
其
の
差
は

一
 

・
三％

で
あ
り
、
木
粉
給
與
の
も
の
が
成
績
が
良
好
で
あ
っ
た
。
即
ち
木
粉
混 

入
二
割
程
度
に
於
て
は
有
害
作
用
は
認
め
ら
れ
ず
、
充
分
・
脚
芥
を
主
と
す
る
飼
料
給
與
の
場
合
と
同
樣
の
成
長
効
果
を
期
待
し
得
る
の
み
な
ら 

ず
、
寧
ろ
厨
芥
の
み
に
よ
る
も
の
よ
り
可
良
な
傾
向
が
窺
は

れ
た
。
次
に
木
粉
混
入
三
割
に
於
て
は
自
七
月
十
五
日
、
至
八
月
十
五
日
ー
ヶ
月
間

三

給與理間
験 保 ! 號 對照豚

函芥其他 木粉 計
木粉混 
合割合

厨芥其仕

月n n n 
6.3〇〜7.15

n 奴
2.800

n 欠
700

n &
3.500 2 割

ff 取
3.500

7.15 ～ 7.31 2.800 1.200 4.000 3 割 4.000

7.31-8.15 2,800 1.200 4.000 3 割 4.000

8.15- 8.31 2.925 1.575 4.500 3割5分 4.500

8.31〜9. 5 2.700 1.800 4.500 4 割 4.500

9. 5 〜9.15 4.500 - 4.500 — 4.500

9.15 〜9.30 2 925 1.575 4.500 3割5分 4.500

9.30～10.15 3.500 1.500 5.000 3 割 5.000

10.15 〜10.31 4.000 1.000 5.000 2 削 5.000

10.31～11.15 4.800 1.200 6.000 3 割 6.000

11.15 〜12.28 5.200 1.300 6.500 2 割 6.500

二 

自
昭
和
十
九
年
六
月
三
十
日
、 

至
同
年
十
二
月
二
八
日
迄
の
飼
料
給
與
蛍
は
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
。

第

*1
喪

試
驗
豚
に
對
し
木
粉
は
六
月
よ
り
引
續
き
樺
木

粉(

五
〇
久)

を
給
與
し
、
之
の
混
合
割
合
を
七
月
十
五
日
よ
り
一
ヶ
月
間
は
三
割
、
八
月
十 

五
日
よ
り
三̂

五
分
、
八
月
三
一
日
よ
り
最
高
四
割
迄
高
め
、
九
月
十
五
日
よ
り
再
び
三
割
五
分
に
九
月
三
十
日
よ
り
三
割
に
次
で
十
月
十
五 

日
よ
り
屠
殺
迄
二
割
の
混
入
率
を
持
績
し
た
。
飼
料
給
與
莹
は
豚
牖
重
的
加
と
共
に
次
第
に
增
し
た
が
、
試
驗
豚
に
於
て
は
网
芥
量
が
一
木
粉
混 

入
率
増
加
に
よ
り
前
期
よ
り
反
っ
て
減
少
し
た
時
期
も
あ
る
。
各
期
間
毎
に
體

31
測
定
を
な
し
た
結
果
は
第
二
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。



に
於
て
試
鬟

は
二
貢
三〇

〇
久
‘

ニ
ニ
・
一％

の
靈
增
加
率
を
示
し
、
 

對
照
豚
は
二
貫
七
〇
〇
匆
、
 

一
五
・
八％

の
增
加
率
で
あ
っ
た
。
又 

自
九
月
三
十
日
、
 

至
十
月
十
五
日
、
 

十
五
日
間
に
於
て
は
試
驗
豚
は
五
・
七％

、
對
照
耿
は
六
・
〇％

の
增
加
率
を
示
し
そ
の
差
は
僅
少
で
あ
っ 

た
。
即
ち
木
粉
三
割
給
與
で
は
幾
分
厨
芥
の
み
を
主
と
す
る
も
の
よ
り
體
重
刻
加
は
劣
る
様
で
あ
る
が
そ
の
差
は
著
し
く
な
い
。 

木
粉
三
割
五
分
以
上
給
與
し
た
埸
合
は
對
照
臉
よ
りm

Jn:
増
加
率
に
劣
り
冇
害
作
用
が
顯
れ
初
め
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
丁
度
木
粉
三
割
五 

分
以
上
給
與
を
施
行
し
た
時
期
は
盛
夏
に
し
て
對
照
腺
に
於
て
も
體

1R
増
加
游
少
く
、
飼
料
も
殘
し
氣
味
で
あ
っ
て
、
特
に
木
粉
四
割
給
與
試
驗 

中
に
於
て
自
九
月
五
日
、
至
九
月
十
五
日
、
十
日
間
は
木
粉
を
與
へ
ず
對
照
豚
と
同
檢W
芥
に
燕
麥
等
を
混
じ
た
飼
料
を
給
與
し
て
開
カ
の
快
復 

を
計
っ
た
の
で
明
ら
か
な
比
較
は
出
來
な
か
っ
た
。
併
し
自
九
月
十
五
日
、
至
九
月
三
十
日,

十
五
日
間
に
三
割
五
分
の
木
粉
を
與
へ
た
試
驗
豚 

は
二
・
九％

の
龍
重
増
加
率
を
示
し
た
の
に
反
し
、
對
照
腺
は
四
・
九％

で
あ
っ
て
そ
の
差
は
二
・
〇％

に
達
し
た
。
• 

即
ち
以
上
の
成
績
よ
り
視
れ
ば
一
般
崎
芥
に
木
粉
二
〜
三
割
混
合
す
る
程
度
に
於
て
は
充
分
好
芥
單
用
の
場
合
と
略
同
樣
の
成
長
効
果
を
期
す 

る
こ
と
が
出
來
得
る
。
併
し
木
粉
三
割
五
分
以
上
給
與
の
場
合
は
木
粉
の
障
害
作
用
が
顯
れ
初
め
對
照
豚
に
比
し
聽
重
増
加
も
劣
る
樣
に
な
る
。

=

ー、
屠 

殺 

試 

驗

四
七
五
日
間
飼
養
し
た
後
国
殺
試

-a
を
行
っ
た
結
果
、
內
臟
、
血
液
及
頭
部
を
云
っ
た
所
謂
枝
肉>

は
試
驗
豚
十
七
貫
四
〇
〇
勾
、
對
照
豚
十 

七
貫
五〇

久
に
て
、
そ
の
技
肉
率
は
生
僵
重
に
對
し
て
夫
々
七
〇•

三0
、
及
六
七•

八％

と
な
っ
て
機
分
木
粉
を
給
與
し
た
豚
の
方
が
枝
肉
策 

が
大
き
い
結
果
と
な
っ
た
。
出
來
た
肉
に
對
し
て
は
一
般
に
网
芥
を
主
と
し
て
飼
育
し
た
豚
肉
の
通
性
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
様
に
赤
味
が
多
く
脂 

肪
が
少
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
二
頭
の
供
試
豚
の
同
一
ヶ
處
の
脂
肪
届
の
厚
さ
を
測
定
す
る
に
次
の
如
く
で
あ
っ
て
、
試
驗
豚
は
對
照
豚
に
比
し
肩 

部
の
脂
肪/

S-
が
薄
く
、
反
對
に
股
部
は
ッ
い
。

試
驗
豚
(

一
號) 

對
照
豚(
二
號) 

肩 

部 

二•

二
理 

二
・
八
糧

腹 

部 

一•

五
糧 

I

•

三
裡

次
に
脂
肪
組
織
中
の
純
脂
肪
を
測
定
し
た
結
果
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

試
驗
豚
(

一
號) 

對
照
豚(

二
號)

扃 

部 

六
七
・
八
八％
 

六
六

・
七
七％

股 

部 

六
五

・
四
四％
 

六
二•

八
五％

即
ち
兩
部
分
共
試
驗
豚
は
對
照
豚
に
比
し
て
幾
分
純
脂
肪
率
が
大
き
い
結
果
と
な
っ
た
0.
而
し
て
精
肉
の
試
食
の
結
果
外
觀
風
味
共
頗
る
優
良 

で
木
粉
給
與
に
依
る
品
質
の
低
下
は
全
然
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
區
別
は
な
し
難
い
。

、
四
、
結 

言

木
粉
を
以
て
豚
を
飼
育
し
た
以
上
の
成
績
か
ら
見
る
と
第
一
報
に
於
て
發
表
し
た
る
通
り
一
般
飼
料
に
二
〜
三
割
の
木
粉
の
加
用
は
有
害
作
用 

は
認
め
ら
れ
ず
、
普
通
飼
料
と
賂
同
様
な
生
育
を
な
し
、
特
に
二
割
程
度
の
混
川
の
埸
合
は
厨
芥
の
み
の
も
の
よ
り
可
良
な
傾
向
が
認
め
ら
机 

え
。
併
し
三
割
五
分
以
上
木
粉
を
給
與
す
る
時
に
は
、
 

對
照
豚
に
比
し
て
そ
の
成
長
の
劣
る
が
が
明
ら
か
で
、 

大
備
に
於
て
木
粉
混
合
の
限
度
は 

三
割
程
度
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
點.
に
關
し
て
は
給
與
時
期
に
關
係
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
故
更
に
檢
討
を
耍
す
る
。 

次
に
屠
殺
試
驗
の
結
果
木
粉
給
與
豚
が
對
照
豚
に
比
し
て
幾
分
枝
肉
蛍
が
多
く
、
脂
肪
組
織
中
の
純
脂
肪
率
が
大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
他
精
肉 

の
外
觀
風
味
の
相
違
は
全
然
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
度
の
供
試
豚
は
二
頭
に
過
ぎ
な
く
て
決
定
的
な
結
龄
を
得
る
事
は
出
來
な
か
っ
た
が
、
 

本
年
度
は
煮
豚
數
を
増
し
目
下
木
粉
、
 

曲 

處
理
木
粉
を
給
與
し
て
試
驗
中
で
あ
る
。

五


